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センター・介護委員会を担当しまして早いもので一年が経過いたしました｡ 思い起こせば

1993年に松本歯科大で行なわれた第10回障がい者歯科学会に県歯の役員の先生方とご一緒し

たのが､ 後々この委員会に入るきっかけになったような気がします｡

大学時代に永六輔の話を障がい者歯科の教授に聞かされました｡

｢人間には２種類あるんですね｡ １種類は障がい者で､ もう１種類はどんな人達だと思い

ますか？｣ 皆さんにだったらどのように答えられるでしょうか？答えはこれから障がい者に

なる人たちだそうです｡

現在は困っている人たちを援助できる健常者でも年老いたら要介護状態になり人の助けを

必要とする障がい者になる日がきます｡ つまり障がい者は決して特別な存在ではないと言う

事です｡

2005年にアジアでは初めて行なわれたスペシャルオリンピックス (SO) の世界大会では

ヘルシーアスリートプログラム (HAP) の歯科部門 (SS) に参加し､ 障がいを持った子供

たちの可能性を真近で見る事が出来ました｡ 現在は天草地区で障がい児へのボランティアに

参加させていただいていますが､ このボランティアに関わるようになり､ 子供達や保護者の

方からいろいろ教えられる事が沢山有ります｡

現在20歳になる自閉症のお子さんをお持ちのお母さんは､ 毎日が格闘の日々で､ 子供と一

緒に自殺寸前まで追い詰められ苦しまれた事を話してくださいました｡ 歯科治療の際にもい

ろいろアドバイスを頂き臨床にも非常に参考にさせていただいております｡

但し､ 個人開業医ではやはり限度が有ります｡ 一般診療に於いてもチームワークが大事で

すが､ 特に障がい者歯科治療ではマンパワーとチームワークは不可欠です｡ 口腔保健センター

では皆さんもご存じだと思いますが､ 現在休日診療を閉鎖して障がいをお持ちの方の診療に

特化しております｡ 体系的に患者数をあまり診れないもので､ 採算性と言う事に関しまして

はかなり厳しい面も有ります｡ しかし歯科医師会の社会貢献と言う事を考えますとこのよう

な施設は絶対必要だと考えます｡ １月に行政・施設会・病院歯科・保護者会・県及び市会議

員を交えての連絡協議会を開きましたが､ そこでも感謝のお言葉を頂いております｡ その中

である施設から口腔保健センターに勤務している衛生士さんが､ 20年ボランティアで毎月ブ

ラッシング指導等に来ていただいていると言う話が出ました｡ 議員からも是非表彰をしなけ

ればいけないと提案が有り､ 今年度の ｢くまもと歯の健康文化賞｣ を受賞する事になりまし

た｡ 受賞者は元より衛生士会・歯科医師会にとりましてもたいへん喜ばしいことだと思いま

す｡ このような活動が認められていくと衛生士さん達のモチベーションもあがりますし､ 社

会的にも歯科業界のプラス材料になると思います｡

各医院の売上アップも大事です！しかし､ 社会奉仕を考えていかないと我々の業界はます

ます世間から取り残されていくのではないでしょうか？最後になりましたが私たちの委員会

活動を支えていただいております事務局の皆さんに感謝いたしまして終わりとさせていただ

きます｡
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学 術：都道府県医療管理担当理事連絡協
議会及び会立歯科衛生士・技工士
養成施設連絡協議会

社会保険：レセプト事前チェックセンター､
各郡市社会保険担当者会議､ 社会
保険研修会 (上益城郡､ 下益城郡､
八代､ 球磨郡､ 菊池郡市) 社会保
険個別相談会､ 保険個別指導

地域保健：歯の衛生週間事業 (熊本市)
広 報： ｢熊歯会報｣ ５月号・校正､ ｢熊

歯会報｣ ６月号編集
学校歯科：第62回全国学校保健研究大会第１

回実行委員会､ フッ化物応用に関
する普及支援研修会､ 長洲町フッ
素協議会フッ化物洗口講演会､ 歯
の衛生週間 ｢図画・ポスター､ 習
字｣ 審査､ 県PTA災害見舞金安
全会判定審査委員会

医療対策：医療相談事例報告
センター・介護：介護保険改正研修会打合せ､

県介護保険審査会
総務・厚生：第14回三地区歯科医師親善野球

大会
学 院：学院臨床実習指導担当者打合会､

都道府県医療管理担当理事連絡協
議会及び会立歯科衛生士・技工士
養成施設連絡協議会

国 保：第１回国保理事会
事 業 課：第３回奥様医業経営塾 (第１講)
以上､ ４月23日から５月20日までの総務､ 各

委員会他の動きについて､ 浦田会
長及び担当各役員より報告がなさ
れた｡

報報 告告そそのの２２
１. 退会会員について
・関整形外科歯科 (特別会員／荒尾市) 平成
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―第２回理事会―
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開 会：宮坂副会長
挨 拶：浦田会長

５月も終わり､ ６月は歯の衛生週間に向け
ての対応となりますが､ 理事の先生方のお力
添えを宜しくお願い致します｡ さて､ 本日机
上には理事の先生方に購入していただいた､
歯科医師会からの提言として刊行されている
｢食べる 生きる力を支える｣ シリーズのう
ちの２冊､ ｢生活の医療｣ ｢3.11の記録｣ をお
渡しいたします｡ このシリーズは６月に刊行
予定の ｢いのちと食｣ と併せて３部作で構成
されています｡ ｢生活の医療｣ については､
我々が日本歯科医師会とともに目指している､
熊本県歯科医師会の方向性を探るうえで参考
にしていただければと思いますし､ ｢3.11の
記録｣ については､ ページをめくるのが重く
なるような内容ではありますが､ 現地で身元
確認作業に従事していただいた先生方には大
変なご苦労があったことを改めて理解して頂
くとともに､ 我々の使命はこのようなところ
にもあるということを認識していただけたら
と思っています｡ 全巻が刊行された際には､
関係団体にも歯科医師会の活動やその使命に
ついて､ より理解していただくために謹呈す
る予定です｡ ところで､ 私が最近購読した書
籍に､ 佐藤一斎 『重職心得箇条』 というもの
があります｡ これはその名のとおり､ 重職を
担う者の心得を全17条で記したもので､ その
内容には大いに納得するものが多く､ リーダー
たる先生方､ 役職につかれる先生方には必読
の書ではないかと思いますので､ 先の２冊と
併せてご紹介いたします｡ それでは､ もうす
ぐ梅雨になり､ 気が滅入るような季節となり
ますが､ それを吹き飛ばす気持ちで一緒に頑
張りましょう｡ 本日もどうぞ宜しくお願い致
します｡

報報 告告
総 務：第１回理事会､ 第３回・４回常務

理事会､ 九州地方社会保険医療協
議会熊本部会､ 九地連協議会､ 九
州各県会長会議､ 第3回定款及び
諸規則検討臨時委員会､ 県角膜・
腎臓バンク協会評議会､ 第727回
支払基金幹事会､ 第１回副会長会
議､ 院内感染対策研修会､ 早産予
防事業打合せ会

５月23日 (水) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長他全役員出席のもと議
長を浦田会長､ 議事録署名人を冨屋､ 大林理事として第２回理事会が開催された｡
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24年３月31日付 歯科部廃止のため
(入会日 平成５年４月21日：代表歯科医
向笠 雅夫)
２. 表彰について
叙勲
石田 龍佑 会員 (山鹿市)

平成24年４月29日 瑞宝双光章
堤 直文 会員 (熊本市)

平成24年４月29日 旭日小綬章
３. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
について
・熊本県医療・保健・福祉団体協議会役員／
熊本県医師会
浦田 健二 会長
任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日
・“社会を明るくする運動”熊本県推進委員
会委員／熊本保護観察所
浦田 健二 会長
任期：平成24年４月１日～平成25年３月31日
・熊本県保健医療推進協議会委員／熊本県健
康福祉政策課
浦田 健二 会長
任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日
・熊本県プライマリ・ケア研究会世話人／熊
本県医師会
【副代表世話人】浦田 健二 会長
【世話人】 小島 博文 副会長
任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日
４. 名義後援使用依頼について
・阿蘇郡市糖尿病研究会／日本ベーリンガー
インゲルハイム
・世界禁煙デー関連スモークフリー・ウォー
ク／くまもと禁煙推進フォーラム
・第50回熊本県精神保健福祉大会／熊本県精
神保健福祉協会
・第21回日本口腔感染症学会・総会学術大会
／日本口腔感染症学会
５. 学院空調節電改修事業補助金決定につい
て
申請していた建築物節電改修支援事業補助
金の交付が決定された旨の報告がなされた｡
６. 地域保健委員会事業について
①熊本型早産予防対策事業の実施
②糖尿病地域連携パスへのアプローチの進捗
状況
③口腔粘膜疾患鑑別支援システム
いずれも６月23日に開催される各郡市会長・
専務連絡会議において､ 各郡市の会長､ 専
務理事に各資料を提示するとともに説明す
る旨の報告がなされた｡
７. 九州地区がん患者歯科医療連携伝達講習
会の対応について
７月２８日 (土) に開催される同講習会に
ついて､ 出席医師は熊本県医師会から推薦の
あった国立病院機構熊本医療センターの河野
文夫医師､ 本会からは小島副会長､ 渡辺専務
理事､ 牛島理事が出席､ 対応する旨の報告が
なされた｡
８. 委員会事業実施報告について
・社保委員会

｢各郡市社会保険担当者会議｣
実施日時：平成24年５月12日 (土)

午後４時～６時
９. 各会計４月末現況について
10. ６月行事予定表について
11. その他

協協 議議
１. 新入会員の承認について (承認)
一般会員４名の入会を承認した｡
２. 病院への適切な口腔管理技術の導入が入
院患者の状況及び病院経営に与える影響に
関する研究について (承認)
同研究に協力することを了承､ 研究協力者
を松岡拓治常務理事､ 松本信久理事､ 西田宗
剛会員､ 我那覇正純会員とし､ 7月から実施
することとした｡
３. 第65回九州歯科医学大会会場装飾等の業
者選定について (承認)
費用､ 実績等を考慮のうえ､ カキタ美術に
決定した｡
４. 第１回各郡市歯科医師会会長・専務理事
連絡会議の報告・協議及び役員出席者､ 懇
親会について (承認)
報告ならびに協議事項について原案通り承
認した｡ なお､ 会議終了後に､ 懇親会を行う
こととした｡
５. ｢くまもと食と暮らし・いのちを守るネッ
トワーク｣ への参加依頼について (承認)
同ネットワークに参加することとした｡ な
お､ 代表者を浦田会長とし､ 事務局担当者を
澤田事務局長とした｡
６. 入院給付の受給権について (承認)
申請期限が過ぎた期間の入院給付について､
今回は特別な事情を認め特別に支給をするこ
ととした｡
なお､ 今後の入院給付の申請については定
期的に会員に周知するとともに､ 申請期限が
過ぎた分の受給権の取り扱いについて内規を
定めることとした｡
７. 住宅メーカー紹介制度について (承認)
内容を一部修正のうえ､ 全会員へ送付する
こととした｡
８. 第６２回全国学校歯科医協議会の運営に
ついて (承認)
シンポジストのうち１名は熊本県教育長に
推薦依頼をすることとした｡
また､ 協議会の抄録については､ 会長挨拶､
趣旨等を一部修正することとした｡
９. 委員会事業企画案について
・学校歯科委員会
｢学校健診票の取り扱いと健診から見えて
くるネグレクト問題について｣
実施予定日時：平成24年７月20日 (金)

午後７時～
10. その他

監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：小島副会長

(広報 加藤 久雄)



熊歯会報 Ｈ.24.６

6

５月12日 (土) 午後4時より県歯会館第１

会議室にて､ 平成24年度各郡市社会保険担当

者会議が開催された｡ 反後副委員長の司会の

もと､ 浦田会長より挨拶として､ 平成24年度

診療報酬改定が日本歯科医師会の努力でプラ

ス改定であった事の報告と各郡市社会保険担

当者の役割が大きい事を述べられた｡

会議は中嶋副会長を座長として選出し､ ま

ず報告として､ 勇常務理事より ｢電子レセプ

トの突合・縦覧点検について｣ と題して､ 電

子レセプト請求の現状と､ 電子化における利

点の説明があった｡ 次に田中委員長より､

｢平成24年度点数改定について｣ と題して､

点数改定のあらましとQ＆Aに対する回答の

説明があった｡ さらに､ 今年度の厚生局の個

別指導計画に対する説明と指導にあたり注意

する事を会員に周知徹底して頂きたい旨の説

明があった｡ また､ 事前質問として､ 熊本市

より ｢昨年度に行った個別指導時の録音の結

果と評価について｣ の質問には､ 前田理事か

ら ｢録音と指導結果に相関関係はない｣ とデー

タをもとに説明があった｡

協議においては､ ｢地域との連携について｣

と題して､ 各郡市で委員会報告を始めとした

県歯社保委員会からの情報を､ 末端の郡市会

員まできちんと通達してもらう様､ 意見交換

を行った｡

緊張感のある会議の後は､ 県歯社保委員会

と各郡市社保担当者との連携が更に深まる様

に､ 会場を移して懇親会も催された｡

(社会保険 田中 文丸)

������������ 郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののの情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹徹底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底をををををををををををををををををををををををを

―各郡市社会保険担当者会議―

地域との連携について協議された

�������

各郡市社保担当者会の役割は大きい
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５月19日 (土) 済生会熊本病院外来がん治

療センターにおいて､ 熊本院内感染予防研究

会が行われた｡ この研究会は熊本県下主要病

院における感染対策に携わる医師・歯科医師・

薬剤師・看護師・臨床検査技師等が年に一度

集いて､ 演題発表や基調講演を行っているも

のである｡ 第14回を迎える今回の研究会では､

全体のテーマを ｢VAP,HAP,NHCAP｣ と題

して行われた｡

内容はトピックスとして ｢熊本県内におけ

る2010年の分離菌状況｣ 国立病院機構熊本医

療センター 香月耕多氏､ ｢熊本県における

抗菌薬使用頻度と耐性菌検出状況の検討｣ 公

立玉名中央病院 櫻間啓基氏､ ｢熊本感染管

理ネットワークの設立とICTの連携について｣

熊本大学 川口辰哉教授､ 一般演題として､

｢口腔ケアの実際｣ 熊本機能病院 古川由美

子氏 ｢VAP対策の現状､ RSTの関わり｣ 熊

本地域医療センター 真弓敦子氏､ 熊本赤十

字病院東陽子氏 ｢当院における医療ケア関連

肺炎 (HCAP) の現状｣､ 済生会熊本病院

村中裕之氏 特別講演として ｢肺炎診療の新

展開～NHCAPガイドラインを軸として～｣

大阪大学医学部付属病院 感染制御部 朝野

和典教授 と以上のような内容であった｡

VAPとは気管挿管による人工呼吸開始48

時間以降に発症する肺炎のことで､ NHCAP

とは医療・介護関連肺炎と訳され､ 老健施設

や介護施設などに入所している患者さんが発

症する肺炎であり､ いずれも誤嚥が原因して

いるものが多く､ 口腔ケアがその予防に重要

であることが注目されてきている｡ 熊本機能

病院 古川由美子氏 (熊本県歯科衛生士会副

会長) は急性期・回復期・維持期において､

廃用性症候群の予防が１) 早期離床２) リハ

ビリテーションにつながるのではなく､ 口腔

ケア・口腔リハビリテーションを行うことに

よって､ １) や２) につながり､ その結果廃

用性症候群が予防できる｡ という考えを示さ

れ､ 口腔ケアと肺炎との関連データなどを示

しながら､ 実際の口腔ケアのポイントや挿管

患者の注意点､ 医科と歯科の連携について述

べられた｡

問題は多くの病院では看護師が主に口腔ケ

アを行っており､ 歯科医師や歯科衛生士の専

門的診断やケアがない場面がほとんどで､ 連

携ができていない状況であること｡ 医療機関

側も病院歯科がない場合､ どこに依頼してい

いのか分からないという意見もあり､ 周術期

における口腔機能管理も保険導入されたこと

も踏まえ､ 今後この点について早期検討が必

要である｡

また熊大川口教授の一般演題にあったよう

に､ ｢熊本感染ネットワーク｣ が熊本県から

の委託業務で設立されることになり､ 熊本県

における院内感染を県下医療機関や関連施設

でネットワークを作って､ サーベイランス作

りやサイトビジット､ 教育推進などを行って

いくこととなった｡ 職域代表として牛島が代

表幹事となったので､ 会員の先生方にもご意

見を拝聴しながら､ 歯科医師会､ 歯科医療機

関､ 歯科医療教育においての感染管理を考え

ていきたいと思っている｡

(総務・厚生 牛島 隆)
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―院内感染予防対策研究会―

一般演題で発表する古川由美子氏
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平成20年秋､ 内閣府から ｢公益法人改革｣ に対応するよう､ 突然､ 要求されま
した｡ それは､ ５年後の平成25年11月30日までに対応するようにとの内容でした｡
熊本市歯科医師会が､ 公益か一般のどちらを選択するかということで､ 突然の話
でしたが､ 法律で決まったことであり対応せざるをえませんでした｡ そこからで
す､ 人材と知恵と時間を総動員し､ 先ずは ｢一般社団｣ の選択を決め､ 次は､ 新
定款を創り､ 県庁に見てもらいながら､ 結局４年の歳月が流れて､ 217万円の費用
＊が掛かりました｡ しかしそのお陰で､ やっと公益法人改革への対応は終わった
のです｡ これほど時間と労力と費用がかかるとは夢にも思いませんでした｡ 今か
ら思い返すと､ 途中では行政からの指示が変るたびに対応に追われました｡ 当初は､ 役人の天下り防止
と共済事業しか行っていない公益法人の廃止が目的だったばずですが､ いつの間にか換骨奪胎されまし
た｡ 本来あまり関係のなかったはずの歯科医師会に､ 217万円の余計な出費はさせ､ その上､ それまで
の会員の汗の結晶の基本財産と会務執行の努力の賜ものの剰余金を､ 単に使わせただけの話ばっかりが
残ったことになります｡ 法律で決められたことなので仕方のないことですが､ それによりどれだけ末端
の我々が､ 苦労させられたかぜひ知ってほしいものです｡
＊臨時委員会開催や県庁への出張､ 会計事務所への事務委託料等直接経費の合計｡ 印刷費・連絡費等の
間接経費は含まず｡

昭和17年の荒尾市制から５年後の昭和22年 荒尾市歯科医師会が玉名郡市歯科
医師会から分離独立しました｡ 19名の会員で創設初期より事務員を雇用し､ 事務
所を構え､ 毎月ほぼ全員参加の月例会を開催し､ 情報の迅速な伝達と共有化､ 地
域歯科保健・医療に対する共通の認識の保有そして､ 会運営について協議してき
ました｡ 例会終了後は､ 食事会へ繰り出すことが慣例化し懇親を深め､ 会の団結
を強めてきました｡ 60年以上前､ 電気製品・通信機器・自家用車もない時代にお
いて先人たちの苦労が偲ばれます｡ 少人数であることが結束を可能にしている事
も事実ですし､ 会費は他郡市と比べやや割高ですが､ この伝統を是非とも継続し
て行くべきだと考えています｡ 時代は移り経済は成長し､ 社会情勢は変化し､ 人々の価値観も多様にな
り 『主張はするが義務を果たさない』 偏屈な自己至上主義がまかり通っている昨今ですが､ 会員に対し
ては ｢医療を行う公人としての役割を充分認識し行動していただく様に｣ とお願いしているところです｡
即ち､ 地域社会に参加し生活し､ 地域社会に支えられ事業を展開させて頂いているという感謝の気持ち
を持ち､ そして､ 自分の職業に誇りを持ち品性を高め奉仕の気持ち (他人に対する思いやりと他人の為
につくすこと) を忘れないでほしいと願っています｡ 少子高齢化そして過疎化､ 需給問題があるなか会
の当面の課題は､ 受診率の向上です｡ 三師会・荒尾市民病院や福祉関連機関との連携を深めると共に､
保健医療福祉の各分野の活動に我々歯科医師も積極的に参加し､ 日頃から親睦を深め､ 社会のニーズを
会として､ 個人として掴む努力が必要であると思われます｡ 直近の話題を紹介します｡ 例会において認
知症サポーター養成講座を受講し多くの会員がサポーターに成りました｡
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郡郡市市会会長長のの一一言言 �� �� ��｢一般社団法人移行に思う｣熊 本 市
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平成23年４月､ 鹿本郡市歯科医師会より11名の植木の先生方が熊本市政令都市
への移行に伴ない離れられ､ 新たに現在24名で山鹿市歯科医師会として出発しま
した｡ 新事務所へも引越しを行ない会員の皆様の多大なる協力により順調に会務
を進めています｡ 理事会・例会等ではいつも笑いが絶えず､ 皆の気持ちも一つに
なって歯科医師会の発展の為に頑張ってもらい大変感謝しています｡ これから山
鹿市歯科医師会の方向としては､ 今迄以上に医科・薬科・衛生士会､ ケアマネの
方々との連携を強め皆様と常日頃より仲良く接して頂き､ 地域医療の為に頑張っ
ていきたいと思っています｡ 具体的には歯周病との重要な関連での本人は気づか
れていない隠れ糖尿病の患者さん方を歯科での簡易検査にて発見し､ 重症で治療の必要のある方を医科
の先生へ紹介し､ お互いに連携して治療を進めて行く事を少しづつ進めています｡ 又これからは訪問診
療の重要性も時代の流れで必要になり､ 今回､ 県の事業として (宮坂副会長のお骨折により) 訪問診療
に必要な器具一式を買い揃え会員の皆様に貸し出し､ 治療及び口腔ケア等に役立ててもらおうと思って
います｡ 山鹿市民医療センターとの連携登録医も増え､ 又この４月より緩和ケア病棟も完成し更なる歯
科との連携が重要になってきています｡ 後､ 最近思う事ですが入会金の問題に関して､ 私個人の意見と
しては､ 現在１診療に１名入会していれば､ 後々同じ場所で家族の者や代診の先生が継続していくもの
であれば入会金の必要は無いものと考えますし (別の場所で開業する場合は除きます｡) それに何の問
題も無い先生が新に開業される場合は現在の入会金よりずっと安く下げるべきだと思います｡ これには
会員の皆様の協力もいる事ですがなるべく多くの先生が入会されて会の仕事も一緒に頑張って頂きたい
と思います｡ 最後に私事ですが49才の時に大病をして (15年経過) それ以来残りの人生は“おまけ”の
人生だと思い仕事にも遊びにも会の仕事も一生懸命何事にも毎日感謝して一日一日を大事に生きていく
事を目標にしています｡ その時お世話になった先生方には足を向けて寝られない程､ 今も感謝していま
す｡ 今後共山鹿市歯科医医師会をよろしくお願い致します｡

｢10年ひと昔｣ とは以前よく言われていた言葉ですが､ 今では ｢10年前は大昔｣
ではないかと思うくらい社会の進化のスピードは速く感じられます｡ 特に携帯電
話の進歩は著しく以前とは比べ物にならないのではないでしょうか｡ 私にとって､
どうやってその機能を使うかと云う前に､ どのような機能が付いているのかさえ
よくわからない状態です
ところで､ 阿蘇郡市の状況も以前とはずいぶん変わりました｡ 10年前には約710
00人だった人口も､ 西原村で約1000人の人口増加があったものの､ 他の市町村で
は約5000人ほどの人口の減少がありました｡ 超高齢社会では出生率より死亡率の
方が高く人口減少は避けられない状態です｡
これからの歯科医療はどうなるのかと暗い気持ちになってしまいます｡ しかし嘆いてばかりでは何事
も始まりません｡
高齢者は病院をいくつも受診されています｡ 高血圧があり､ 糖尿病があり､ 腰痛があり歯も悪い｡ そ
してやがては寝たきり状態へ｡ 阿蘇地域歯科保健連絡協議会で以前調べた結果では8020を達成していな
い方は１年間で３カ月以上の長期入院の方が70％おられました｡ その中の13％の方は１年中退院のない
ままだったのです｡
いわゆる寝たきり状態でした｡ 生活を守る医療としてはこの方たちの口腔内の状態が気になります｡
超高齢社会をむかえ､ これからの歯科医療は診療室から外に出て診療所完結型から地域完結型へと変わ
る時かもしれません｡
そんなことを思いながら休日にはゴルフと畑仕事をしています｡

�� �� ��｢私の一言｣鹿本郡市
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我が上益城郡歯科医師会は28名という小さな団体です｡ しかしながら､ 先代の
先生方が築き上げられてきた ｢絆｣ は強いもので､ 会合ではほぼ全員出席という
のが暗黙の了解でしたが､ 最近ではそれが少しずつ会員の意識から薄れかけてい
るのではないかと心配しているところです｡
今始まったことではありませんが､ 夜遅くまで診療するのもその要因の一つと
してあるのではないかと思います｡
私が開業した当初は､ 夜間あるいは休日診療というものはありませんでした｡
私は６時まで受付でたまに診療が７時過ぎるときもありました｡ 当時の会長から
７時以降は診療をしないように､ と言われたことを思い出します｡
歯科医師の増加とそれに伴う歯科医院の増加､ また､ 歯科界の現状をみると診療時間を長くするのは
やむを得ないかもしれません｡ しかし､ いつの日からか誰かが診療時間を延長し､ 共存共栄とは言いな
がらも患者確保のためにまた誰かが同じことを行う｡ これを繰り返すことで､ 自分で自分の首を絞めな
がらも相手の首も絞めていく｡ この悪循環が歯科の現実を物語っていると思います｡
患者も当初はありがたいと思っていたかもしれません｡ ですが､ これが当たり前のようになってしまっ
た今では､ 歯科医としての尊厳までも危ぶまれているのではないでしょうか｡
今やコンビニと何ら変わらない状態の中､ 今私たちがすべきことは何なのか､ 今一度考える必要があ
る気がしますし､ 患者確保のため､ そして患者に良かれと思いやったことで､ 診療時間も延び､ 先生方
の健康面は果たして大丈夫なのか､ それが一番私の案じていることです｡
いつまでも若くありませんし無理が利かなくなってきます｡ 先生方､ どうか健康に留意して診療され
んことを望みます｡

私が開業して間もない頃､ 医師の友人から ｢医科は各科に分かれているので､
医師会で他科の先生と交流するのはそれなりにメリットがあるけれども､ 歯科は
近くで開業しているライバル同士なのに歯科医師会でよく仲好くできるね｡｣ と言
われたことがあった｡ 当時郡部ではどの歯科医院もそれなりに患者さんが多くゆ
とりがあったので､ そんな考えを持った会員はまだ少なかったのではないかと思
う｡ けれども､ 歯科医院数が当時と比べ倍以上になった今では､ 現状は厳しくそ
ういう考えを持った会員が増えても不思議ではない｡
現在講演会で人気があるのはインプラント､ 接遇､ 経営セミナーであることが､
歯科の置かれた厳しい立場を如実に物語っている｡ 時代遅れの私は､ そのようなセミナーで新しい経営
法や接遇術を聞く度に､ ここまでしなくては歯科医院が生き残れない時代になったのかと思わずため息
が出てしまう｡
しかし､ 私はこのような困難な時代だからこそ歯科医師会の必要性を強く感じる｡ 会員は互いに会の
ための意見を出し合い一致団結し､ 行政や他団体との連携を強化し､ 歯科医院が共存する道を見出して
いかなければならないのではないだろうか｡ そして会員は会が何を自分にしてくれるかではなく､ 会の
ために自らが何をできるかを考え行動し､ この歯科医師不遇の時代を乗り越えていかねばならないので
はないかと思う｡
また､ 会員数20～30人の小規模な歯科医師会が､ 事業を縮小せず会を運営するためには､ 隣接する歯
科医師会との合併により､ 事業の存続を図ることが必要な時期にもう来ているのではないかと思う｡

�� �� ��｢現在の歯科の状況を見て私が思うこと｣上益城郡

｢郡市会長になって思うこと｣�� ��������������������������������������������������������
下益城郡



八代歯科医師会は会員数78名 (非会員８名) で八代郡市の住民146,000名をカバー
しており政令指定都市の熊本市を除けば県下第一の都市である｡
しかし､ 八代も他郡市区の例に漏れず来院患者数の減少と歯科医院数の増加が
続いている｡ 今､ 地域包括のケアシステムの名の下に医療､ 介護､ 福祉が大きく
変わろうとしている｡
また､ ＴＰＰの行方によってはさらにその混迷の度を強め歯科医院の経営はま
ずます厳しいものとなろう｡
社団法人としての責務は果たしていかなければならないが会員の生活基盤の安
定なくしては地域医療への貢献はおぼつかないものとなる｡
現執行部が発足して丸一年が過ぎたが､ スローガンである ｢楽しく仕事ができる環境づくり｣ に対し
ていまだに成果を見出せないでいる｡
患者数の増加が経営の安定につながり､ 病院歯科 (八代医療圏域には病院歯科がない) は地域医療連
携の核となって周術期の口腔ケアの充実や歯科診療を行う上での不安要素の減少にもつながる｡
この１年間､ 病院歯科の誘致と増患対策に思いをめぐらせ各関係機関に働きかけをしてきたが､ ２年
目になる本年度は会員の知識と知恵と力をお借りして ｢楽しく仕事ができる環境づくり｣ をより強く推
し進めていこうと思っている｡

こんにちは！球磨郡歯科医師会です｡ 多分県歯の郡市支部では､ 一番会員数が
少ない歯科医師会だと思います｡ 人数は14名です｡ しかし､ 少ないなりに､ 利点
もたくさんあります｡ もちろん､ 欠点も少々あります｡
利点としては､ 会員､ 皆がすごく協力的で､ 仲が良いことです｡ 理事会は､ ほ
ぼ全員出席！例会もほぼ､ 全員出席！欠席すると､ 逆に目立ってしまって､ ｢○○
先生は､ 今日は何で来とらんと？｣ と質問されるくらいです｡ 役職も人数が少な
いため､ 一人二役の会員も何人もいます｡ しかし､ だれも文句も云わず､ 己の役
職を遂行してくれます｡
｢和｣ と ｢絆｣ というものを､ ひしひしと感じます｡
下は40代から､ 上は70代まで､ 少人数ゆえに皆が親近感を持ちながら､ 接しているように思います｡
今､ わが球磨郡歯科医師会が､ 一番真剣に取り組んでいる事は､ 県や県歯も進めている ｢フッ化物洗
口｣ の実施です｡ 県内でも､ 特に球磨郡は､ う蝕保有率が高いのです｡
４月に ｢フッ化物洗口委員会｣ を立ち上げ､ ５月に第１回の委員会を開き､ 積極的な意見交換があり､
実施に向けて､ 一筋の方向が見えてきました｡
その他としては､ ３年前より､ ｢むし歯予防デー｣ や ｢いい歯の日｣ の無料健診をやめ､ 社会的弱者
と言ってもいい､ ｢老健施設｣ の無料歯科健診を始めた事です｡ なかなか簡単ではありませんが､ 来る
べき高齢者社会における歯科医師の役割を考慮し､ 統計をとり､ 将来への計画を考えています｡
ソフト面では､ 厚生として ｢会員慰安旅行｣ の充実です｡ 会員皆が楽しめて､ 参加者がより多く参加
できる企画を考えていきたいと思います｡
これからも幾多の問題が出てくると思いますが､ 仲良き14名で､ 困難を乗り越えて行く気持ちで､ 全
力で頑張って行こうと､ 切に思います｡
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｢楽しく仕事ができる環境づくり｣�� �� ��
｢和｣ と ｢絆｣ を感じながら�� �� �球 磨 郡

八 代 市
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３月31日 (土) 午後４時

より宇土市新小路町の日本
料理店 ｢三万石｣ において､
平成23年度通常総会が行わ
れた｡ はじめに､ 中村会長
より開会の挨拶があり､ 森

専務理事の進行のもと､ ①新入会員である直
志一世会員の紹介②会務報告③県歯通常代議
員会③県歯国保組合・各種委員会の報告があっ
た｡
引き続き､ 中村会長を議長とし､ 議事の審
議を始め､
第１号議案 平成23年度収支決算(案)に関す

る件・監査報告
第２号議案 平成24年度事業計画(案)に関す

る件
第３号議案 平成24年度予算(案)に関する件
全て承認可決された｡
総会終了後､ 県歯社保担当勇理事より今回
の点数改正に伴う説明があり､ 改正のあった
歯科疾患管理料についてや歯科訪問診療につ

いて質疑応答がなされた｡ 特に訪問診療につ
いては今後郡市で研修会を開こうという結論
になった｡ また､ 連盟評議員八木会員より歯
科医師政治連盟活動費決算の報告があった｡
この後､ 懇親会場へ席を移動し宴会が開か
れた｡ 中野会員の乾杯の音頭のあと会員同士
お酒を酌み交わし､ 美味しい料理と楽しい会
話で宴は盛り上がり､ 点数改正の話など意見
交換もでき､ 有意義な時間となり､ 勇会員の
一本締めで会はお開きとなった｡

(坂口 泰子)

宇土

疾患を病態､ 病因､ 臨床面に分けて解説し､
歯周疾患が口腔内にとどまらず､ 全身への悪
影響を与える疾患だという事を力説され､ 今
後医科・歯科連携を強固にし､ 医療費削減に
努めなければならないと締めくくった｡

(坂田 輝之)

４月27日 (金) 午後７時
より荒尾市役所において､

平成24年度地域保健医療福祉推進協議会定期
総会が開催された｡
本協議会は､ 荒尾市における保健・医療・
福祉の関係機関相互の連携を図ると共に､ 地
域の特性に応じた保健・医療・福祉を総合的
に推進することを目的としたもので医師会､
歯科医師会､ 薬剤師会等関係団体と市行政機
関によって構成され､ 情報交換の場として毎
年行われている｡
総会は会長挨拶､ 議長選出の後平成23年度
各報告､ 平成24年度各案に関して報告／協議
の後､ 承認可決された｡
また閉会後､ 毎年行われている研修会は今
回､ 馬場一英会員が講師として ｢歯周病が全
身に及ぼす影響について｣ という演題で約１
時間講演を行った｡ 馬場会員は歯周病という

―地域保健医療福祉推進協議会定期総会―荒尾
��������中村会長を中心に盛り上がる

熱心に聴講する会員
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５月15日 (火)

に御船町カルチャー

センターにおいて､

社保の説明会が行

われた｡ 講師は県

歯科医師会社保担当の勇常務理事で

ある｡ 上益城郡歯科医師会会員の多

数の参加があり､ 中には受付も連れ

て来ている会員もいた｡ 内容は４月

改正の項目が中心であった｡ 今回は

増点が多いのできちんと算定してほしい､ と

いうことであった｡

講演会終了後､ ｢ポテト村｣ にて懇親会が

行われた｡ 今回の改正が日歯の大久保会長ら

を中心とした諸先輩方の努力であったことを

伺った｡ 私たちも､ 患者の健康のため､ 幸福

のため､ もちろん会員､ 家族､ スタッフのた

めにも声を大にして活動していくべきことを

心新たにしたのであった｡

(東 正也)

上益城

真剣に聞く

故 麻生博信先生 叙位伝達式
６月５日 (火) 午後１時より県歯会館２階応接室において､ ２月22日にお亡くなりになら
れた麻生博信先生 (阿蘇郡市) の叙位 (従六位) 伝達式が県歯会館応接室で行われた｡
式には麻生恵美子様 (麻生先生の奥様)､ 県教育庁審議員兼課長補佐平田浩一氏､ 県体育
保健課指導主事高野寛志氏が出席され､ 県歯より浦田会長が立ち会われた｡

(広報委員会)
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熊歯３位｡ 井野､ 優秀選手賞!!

野球部報告
―第14回３地区歯科医師親善試合―

５月13日 (日)､ 熊本県民総合運動公園野
球場に於いて､ 第14回３地区歯科医師親善野
球大会が開催された｡ 試合は福岡県､ 岡山県､
高知県に開催県である熊本を加えたトーナメ
ントで行われ､ ３位決定戦を含む４試合が行
われた｡ 本大会３年ぶり出場の熊歯は１回戦
で岡山県に敗れたが､ ３位決定戦で高知県に
勝利して３位となった｡ 尚､ 各チーム監督推
薦により選出される優秀選手賞には､ ２試合
で４安打の井野が選ばれた｡ また､ 試合に先
立ち開会式に於いて､ 石井みどり参議議員が
選手への激励と次期選挙への抱負を述べられ
た｡
運動公園野球場Ｂ
１回戦
河合完投も失策と１発に泣く

熊歯は初回､ 先頭打者田中の右翼手横を抜
ける二塁打を足がかりに､ １点を先制する｡
しかし､ ３回表に一死から連打で一塁二塁の
ピンチを招く｡ 次打者を三塁ゴロに打ち取る
が併殺が取れず､ さらに一塁手西山の本塁へ
の送球が暴投となって､ 同点に追いつかれた｡
さらに､ 続く打者に左翼ポール際に２点本塁
打を浴びた｡ 河合は３失点 (自責点２) と試
合を作ったが､ 打線は､ ３回以降は田中の四
球のみであった｡
運動公園野球場Ａ
３位決定戦
熊歯打線爆発､ 12安打９得点

初回に熊歯は､ 山口の左越え二塁打などで､
３点を先制すると､ ３回には右山の右前適時
打､ ４回には山口の２点中前適時打､ ６回に
は井野､ 椿の連続長短打などでさらに３点を
加えた｡ 打線は12安打９得点､ 山口は５回１
失点｡ (自責０)

(謝辞) 今大会において､ 早い段階から準備
にお世話になりました九州地区歯科医師野球
連盟の千場正昭会長､ 同温永智幹事長､ 熊本
県歯科医師会澤田雅治事務局長ならび事務局
の方々｡ また､ 試合当日に球場まで足を運ん
で頂きました浦田健二会長､ 早朝からお手伝
いして頂きました (株) カドカワの吉住 央
氏ならび同スタッフの方々にこの場をお借り
して厚く御礼をお申し上げます｡

(追記)
本大会の詳しいスコアテーブルは熊本県歯
科医師会野球部ホームページを参照して下さ
い｡
http://www012.upp.so-net.ne.jp/renkyu/
参加者：菅原､ 藤本､ 上田､ 有田､ 中山､

河合､ 渡辺洋､ 吉崎､ 右山､ 井口､
田中､ 井上､ 井野､ 西､ 西山､ 山口､
宮本､ 椿､ 宮本､ 樋口､ 渡辺裕､
江頭､ 岡､ 久保､ 吉住

(井上 真樹)

岡 山 ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ３

熊 本 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

(岡) 田口―高山
(熊) 河合―渡辺洋
▽本塁打 本多１号② (岡)
▽三塁打 田口 (岡)
▽二塁打 田中 (熊)､ 井野 (熊)
田口 (岡)

熊 本 ３ ０ １ ２ ０ ３ ９

高 知 ０ ０ １ ０ ０ ０ １

(熊) 山口､ 河合―田中
(高) 岡林､ 岡崎､ 久野―佐々木､ 青木
▽二塁打 山口 (熊)､ 井野２ (熊)

(６回時間切れコールド)
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佐藤 弘法
(サトウ ヒロノリ)

サトウデンタルクリニック
合志市豊岡2000-2162

①地域の患者様のニー
ズ
②患者様の納得する診療
③特記事項なし
④患者様のニーズの幅を広げていきたい

一一 般般 会会 員員
小島 諒
(コジマ リョウ)

小島デンタルクリニック
熊本市東区水源1-6-5

①今後の歯科界の展望､
それに自分自身の技術を向上させて併
せていくこと｡
②派手な技術を売りにするのでは無く､
保険診療から一歩ずつ患者に信頼され
ていく事
③親族が住んでいた土地なので､ 地元の
人間にすでに知っていただいているの
で､ 気軽に来院してみらえるように気
を配っている事｡
④歯科医師会に入会する事で情報を共有
し､ 早く軌道に乗る様に努力したい｡

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

原田 雅史
(ハラダ マサフミ)

きららデンタルクリニック
宇城市松橋町

きらら1-10-7

①いかにスタッフのモチベーションを維
持しながら勤務できるかということ｡
②患者様が来院されたごとに納得して満
足して帰っていただけるような診療内
容を行うこと｡
③滅菌ルームをオープンキッチンのよう
にして誰でもみられるようにしたこと
④スタッフが長期勤務してくれるように
働きやすい環境をつくっていきたいで
す｡

福田 俊博
(フクダ トシヒロ)

ふくだデンタルクリニック
八代市鏡町

内田697番地11

①どれだけ義歯を自然な状態に近づけら
れるか｡
②病気を治療することが歯科診療ではな
い｡
③義歯へ力を入れている｡
④みんなが笑顔で､ 健康に生活できるよ
うにがんばって治療に専念していきた
い｡
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所管 日付 摘要 出席

総 務

４月23日 九州歯科医学大会各部打合会
渡辺専務理事､ 全常務理事､ 前田・
田上・大林・松本・牛島理事

25日

熊本民事調停協会定期総会 (熊本地方裁判所) 前野調停委員

第１回理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 熊大大学院生命科学研究部からの研究助成金の申請
(３) 保存期間を経過した文書の破棄 ほか

浦田会長他椿理事を除く全役員

26日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

第３回定款及び諸規則検討臨時委員会
蔵田委員長他全委員､ 小島副会長､
渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛島
理事

５月２日
第３回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 九州地区がん患者歯科医療連携伝達講習会の対応
(３) 図書案内の同封依頼 ほか

浦田会長他宮坂副会長を除く常務理
事以上全役員､ 牛島理事

８日
県角膜・腎臓バンク協会評議員会 (熊本赤十字病院) 浦田会長

早産予防事業打合せ (県庁) 田上理事､ 川瀬委員長

９日

第727回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

県医師会福田会長との面談 浦田会長､ 澤田事務局長

院内感染対策研究会打合せ
小島副会長､ 牛島理事､ 古川歯科衛
生士

12日
月次監査
Ｈ24. ４月末会計現況監査､ 新基準会計について

片山・西野監事､ 八木常務理事

国立病院機構熊本医療センター 池井聰院長退任記念祝賀会 (ホテル日航熊本) 浦田会長

14日 福岡弁護士との面談 (福岡弁護士事務所) 小島副会長､ 八木常務理事

16日

第１回副会長会議
浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事

第４回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 日本口腔感染症学会からの後援名義使用依頼
(３) 第１回各郡市歯科医師会会長・専務理事連絡協議会の報告・協議及び役員出席者､
懇親会 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛
島理事

19日

院内感染対策研修会世話人会 (済生会熊本病院) 牛島理事

院内感染対策研修会 (済生会熊本病院)
小島副会長､ 牛島理事､ 古川歯科衛
生士

九州各県会長会議 (長崎市・サンプリエール) 浦田会長

九地連協議会 (長崎市・サンプリエール)
浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 勇常務理事､ 澤田事務局長

九地連総会 (長崎市・サンプリエール)
浦田会長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務理
事､ 勇常務理事､ 澤田事務局長

菊池郡市歯会通常総会懇親会 (菊池国際ホテル笹乃家) 小島副会長､ 前田理事

学 術

４月25日
都道府県医療管理担当理事連絡協議会及び会立歯科衛生士・技工士養成施設連絡協議会
(日歯会館)

椿理事

５月11日
学術委員会
(１) ５／27中川先生講演会スケジュール (２) 11／11DVD＆会員発表日程
(３) パネル作成

椿理事､ 添島委員長他全委員

社会保険

４月27日

九州厚生局との打合せ
浦田会長､ 中嶋副会長､ 前田理事､
田中委員長

社会保険小委員会
(１) 保険診療ハンドブック

前田理事､ 田中委員長

28日

社会保険個別相談会
相談者：３名

前田理事､ 田中委員長他６委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発刊物 (２) 個別指導立会い (３) 各郡市社保担当者会議 ほか

中嶋副会長､ 前田理事､ 田中委員長
他全委員

５月７日
レセプト事前チェックセンター
相談者：１名 (来館・１名)

前田理事､ 渡辺副委員長

12日 各郡市社会保険担当者会議
浦田会長､ 中嶋副会長､ 勇常務理事､
前田理事､ 田中委員長他10委員

15日
上益城郡歯会社会保険研修会 (御船町カルチャーセンター) 勇常務理事

社会保険個別相談会 (南関町) 田中委員長

17日
保険個別指導 (県青年会館) 中村悟・金本・隈井委員

下益城郡歯会社会保険研修会 (ウイング松橋) 清水副委員長

18日 八代歯会社会保険研修会 (八代口腔保健センター) 渡辺副委員長

会 務 報 告 自 平成24年４月23日
至 平成24年５月20日
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所管 日付 摘要 出席

社会保険
18日 球磨郡歯会社会保険研修会 (あさぎり町商工コミュニティーセンター) 前田理事

19日 菊池郡市歯会社会保険説明会 (菊池国際ホテル笹乃家) 前田理事

地域保健 ５月13日 歯の衛生週間行事 (熊本市) (熊本市子ども文化会館) 熊本市会員

広 報

４月23日
広報小委員会
(１) 会報５月号・第１回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

27日
広報小委員会
(１) 会報５月号・第２回校正

加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

５月９日
テレメッセ打合せ
(１) ５月31日 (木) 放送分

加藤理事

16日
広報委員会
(１) 会報６月号・編集

加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

学校歯科

４月26日 第62回全国学校保健研究大会第１回実行委員会 (県庁) 浦田会長

５月８日 フッ化物応用に関する普及支援研修会 (高森総合センター) 大林理事

９日 長洲町フッ素協議会フッ化物洗口講演会 (長洲町すこやか館) 大林理事

15日

熊本市民会館使用許可申請の受理に関する審査会 (熊本市民会館)
第77回全国学校歯科保健研究大会

澤田事務局長他１名

学校歯科委員会
(１) フッ化物洗口事業説明会報告 (２) 養護部会・衛生士会・行政との懇談会
(３) 健診表 ほか

宮坂副会長､ 渡辺専務理事､ 大林理
事､ 河原委員長他全委員

16日 歯の衛生週間 ｢図画・ポスター､ 習字｣ 審査 大林理事

17日 県PTA災害見舞金安全会判定審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策

５月９日
医療対策小委員会
(１) 麻痺事例の紛争報告書の検討 (２) 各郡市担当者会議

冨屋理事､ 永松副委員長

11日
医療対策小委員会
(１) 平成24年度各郡市歯科医師会医療相談担当者会議 (２) 紛争事例検討

冨屋理事､ 岡田委員長

18日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 各郡市医療相談担当者会 (３) 委員提出協議題 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

センター･介護

４月23日
介護保険改正研修会打合せ
５／25介護保険改正研修会

宮坂副会長､ 松岡常務理事､ 松本理
事､ 衛生士２名

５月10日
センター・介護小委員会
(１) 熊本県介護支援専門員更新研修 (２) 介護保険改正研修会 (３) ベロタッチ研修会

松本理事､ 平井委員長他１委員

15日 県介護保険審査会 (県庁) 宮坂副会長

16日
介護保険改正研修会打合せ
(１) レジメ作成 (２) 当日役割

松本理事､ 田中社保委員長

総務･厚生

５月12日 第14回三地区歯科医師親善野球大会レセプション (ホテル日航熊本)
浦田会長､ 小島・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 松岡常務理事､ 牛島理事

13日 第14回三地区歯科医師親善野球大会 (県民運動公演) 浦田会長

17日
総務・厚生委員会
(１) 大規模災害時の対応及びマニュアル (２) 全体的な流れ

牛島理事､ 池嶋委員長､ 他全委員

学 院

４月24日 学院臨床実習指導担当者打合会 (学院校舎)
浦田会長､ 伊藤学院長他７名､ 担当
者40名

25日
都道府県医療管理担当理事連絡協議会及び会立歯科衛生士・技工士養成施設連絡協議会
(日歯会館)

伊藤学院長

５月９日 保健子ども課との臨地実習打合会 (熊本市) 大塚・野中専任教員

19日 菊池郡市歯科医師会定例総会 (菊池市) 伊藤学院長

国保組合 ５月７日
第１回国保理事会
(１) 年間行事予定 (２) 文書廃棄 (３) 平成24年度保険料減額申請 ほか

浦田理事長他全役員

事 業 課 ４月26日
第３回奥様医業経営塾 (第１講)
受講者：10名

牛島理事






